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採
用
予
定
日
　
平
成
　
年
４
月
１
日

27

恭
 募
集
職
種
お
よ
び
応
募
資
格

　
次
の
茨
芋
両
方
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
が

必
要
で
す
。

 一
般
技
術
職
（
保
健
師
・
土
木
と
も
に
若
干
名
）

    保
健
師

茨
昭
和
　
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

50

（
採
用
時
年
齢
　
歳
未
満
の
方
） 

40

芋
保
健
師
資
格
を
有
す
る
方
（
資
格
取
得
見

込
み
含
む
。
た
だ
し
、
採
用
時
に
は
保
健

師
資
格
取
得
を
必
須
条
件
と
す
る
。）

    土
　
木

猿
土
木
　
区
分
①
 

茨
昭
和
　
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

55

（
採
用
時
年
齢
　
歳
未
満
の
方
） 

35

芋
大
学
ま
た
は
短
期
大
学
な
ど
で
土
木
課
程

を
専
攻
し
、
修
了
ま
た
は
修
了
見
込
み
の
方

猿
土
木
　
区
分
②
（
有
資
格
者
）

茨
昭
和
　
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

55

（
採
用
時
年
齢
　
歳
未
満
の
方
） 

35

芋
技
術
士
（
建
設
・
上
下
水
道
・
総
合
技
術

管
理
）、
一
級
土
木
施
工
管
理
技
士
、
二
級

土
木
技
術
管
理
技
士
（
種
別
…
土
木
）
ま

た
は
測
量
士
の
資
格
を
有
す
る
方

恭
 応
募
資
格

猿
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
に
対
応
で
き
る

こ
と

猿
地
方
公
務
員
法
第
　
条
の
欠
格
条
項
（
次

16

の
①
～
③
）
に
該
当
し
て
い
な
い
こ
と

①
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人

②
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行

を
終
わ
る
ま
で
ま
た
は
そ
の
執
行
を
受
け

る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

③
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
、
日
本
国

憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を

暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党

そ
の
ほ
か
の
団
体
を
結
成
し
、
ま
た
は
こ

れ
に
加
入
し
た
者

恭
 試
験
に
つ
い
て

 一
次
試
験
 

試
験
日
…
平
成
　
年
１
月
　
日
蚊

27

25

科
　
目
…
一
般
教
養
・
事
務
適
性
検
査
・
専

門
試
験
・
作
文

結
果
発
表
…
２
月
上
旬
（
予
定
）

※
土
木
区
分
②
は
、
作
文
試
験
の
み
実
施

 二
次
試
験
 

試
験
日
…
２
月
中
旬
（
予
定
）

科
　
目
…
面
接

結
果
発
表
…
２
月
下
旬
（
予
定
）

 三
次
試
験
 

試
験
日
…
２
月
下
旬
（
予
定
）

科
　
目
…
最
終
面
接

結
果
発
表
…
３
月
上
旬
（
予
定
）

※
試
験
内
容
は
、
変
更
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

※
試
験
会
場
・
集
合
時
間
は
、
受
験
票
と
と

も
に
追
っ
て
通
知
し
ま
す
。

※
結
果
は
、
受
験
者
全
員
に
郵
送
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

恭
 募
集
要
領
・
申
込
書
の
配
布

　
市
役
所
１
階
案
内
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、

市
公
式
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
募
集
要
領
・
申
込
書
の
郵
送
を
希
望
す
る

方
は
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
書
類
が
入
る
返
信

用
封
筒
（
１
２
０
円
切
手
貼
付
、
宛
先
記

入
）
を
同
封
し
、
封
筒
表
面
に
「
職
員
採

用
試
験
募
集
要
領
希
望
」
と
記
入
し
、
職

員
課
人
事
研
修
係
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

恭
 申
込
方
法

　
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

 郵
　
送
 

　
必
要
書
類
を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
　
月
１
日
俄
～
　
日
我
（
必
着
）

12

24

 持
　
参
 

　
必
要
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
　
月
　
日
俄
～
　
日
我
（
土
・

12

15

24

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時
　
分
30

～
午
後
５
時

受
付
場
所
　
市
役
所
３
階
職
員
課

恭
 必
要
書
類

①
職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
正
面
、
上
半
身
、

脱
帽
で
平
成
　
年
４
月
以
降
に
撮
影
し
た

26

写
真
２
枚
（
縦
５
唖
×
横
４
唖
）
を
貼
付
）

②
卒
業
（
見
込
）
証
明
書
（
最
終
学
歴
の
も
の
）

③
成
績
証
明
書
（
最
終
学
歴
の
も
の
）

④
資
格
免
許
証
の
写
し（
取
得
見
込
者
は
不
要
）

送
付
先
　
羽
村
市
職
員
課
人
事
研
修
係

　
〒
２
０
５－

８
６
０
１
 （
所
在
地
記
載
不
要
）

※
応
募
資
格
の
有
無
、
提
出
書
類
の
記
載
に

不
正
が
あ
っ
た
場
合
は
、
採
用
を
取
り
消

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
書
類
な
ど
の
郵
送
に
係
る
事
故
に
つ
い
て

の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。
特
定
記
録
郵
便

ま
た
は
簡
易
書
留
な
ど
で
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　

平平
成成
　
年
度
採
用

羽
村
市
職
員
募
集

年
度
採
用
　
羽
村
市
職
員
募
集
　
　
　
　
問
合
せ

問
合
せ
　
職
員
職
員
課
人
事
研
修
係

課
人
事
研
修
係
階階
　

2727

323323
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 高
額
療
養
費
と
は
 

　
医
療
費
の
自
己
負
担
（
月
単
位
）
が
高
額

に
な
っ
た
と
き
、
申
請
に
よ
り
認
め
ら
れ
る

と
、
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
部
分
を
高

額
療
養
費
と
し
て
支
給
し
ま
す
。

【現行制度】高額療養費自己負担限度額（70歳未満の方）

自己負担限度額所得要件区　分

15万円+
（総医療費-50万円）×1％

住民税課税世帯で、基礎控

除後の総所得金額などが600

万円を超える世帯

A上位所得者

8万3,400円（4回目以降）

8万100円+
（総医療費-26万7,000円）×1％住民税課税世帯のうち上位

所得者以外の世帯
B一　般

4万4,400円（4回目以降）

3万5,400円
住民税非課税世帯C

住民税

非課税世帯
2万4,600円（4回目以降）

【新制度】高額療養費自己負担限度額（70歳未満の方）

自己負担限度額所得要件区分

25万2,600円+
（総医療費-84万2,000円）×1％

住民税課税世帯で、基礎控

除後の総所得金額などが901

万円を超える世帯

ア

上位所得者
14万100円（4回目以降）

16万7,400円+
（総医療費-55万8,000円）×1％

住民税課税世帯で、基礎控

除後の総所得金額などが600

万円超～901万円以下の世帯

イ

9万3,000円（4回目以降）

8万100円+
（総医療費-26万7,000円）×1％

住民税課税世帯で、基礎控

除後の総所得金額などが210

万円超～600万円以下の世帯

ウ

一　般
4万4,400円（4回目以降）

5万7,600円住民税課税世帯で、基礎控

除後の総所得金額などが210

万円以下の世帯

エ

4万4,000円（4回目以降）

3万5,400円
住民税非課税世帯オ

住民税

非課税世帯 2万4,600円（4回目以降）

※
過
去
　
か
月
間
に
１
つ
の
世
帯
で
高

12

額
療
養
費
の
支
給
が
４
回
以
上
あ
っ

た
場
合
は
、「
４
回
目
以
降
の
自
己
負

担
限
度
額
」
を
超
え
た
分
を
支
給
し

ま
す
。

 限
度
額
認
定
証
な
ど
の
更
新
 

　
有
効
期
限
が
平
成
　
年
　
月
　
日
ま

26

12

31

で
と
な
っ
て
い
る
「
国
民
健
康
保
険
限

度
額
認
定
証
」・「
国
民
健
康
保
険
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
持
っ
て
い
る
方
へ
、
上
記
の
新
た
な

所
得
区
分
を
確
認
後
、
平
成
　
年
１
月

27

か
ら
使
用
で
き
る
限
度
額
認
定
証
な
ど

を
　
月
　
日
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。
更

12

31

新
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
が
済
ん
で

い
る
世
帯
の
み
へ
送
付
し
ま
す
。

問
合
せ
　
市
民
課
保
険
係
階
　129

　
毎
年
　
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
の
一
週

12

間
は
「
障
害
者
週
間
」
で
す
。

　
障
害
者
週
間
は
、
障
害
の
あ
る
方
が
社

会
、
経
済
、
文
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
の

活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め

る
た
め
に
「
障
害
者
基
本
法
」
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
障
害

の
あ
る
方
も
な
い
方
も
相
互
に
人
格
と
個

性
を
尊
重
し
、
支
え
合
う
「
共
に
生
き
る

社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
障
害
者
週
間
を
き
っ
か
け
に
、
障
害
者

福
祉
に
つ
い
て
関
心
と
理
解
を
深
め
、
障

害
の
あ
る
方
が
社
会
参
加
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
　
障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係
階
　173

月
３
日
か
ら
９
日

　
月
３
日
か
ら
９
日
はは

1212

「
障
害
者
週
間

        「
障
害
者
週
間
」」

国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
額
が
変
わ
り
ま

国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
額
が
変
わ
り
ま
すす
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 問合せは羽村市役所（緯555-1111）または各施設へ 

 高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
の
変
更
 

　
平
成
　
年
１
月
１
日
か
ら
、　

歳
未
満
の
方
の
高

27

70

額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
（
月
額
）
が
左
表
の

と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。
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  市
営
富
士
見
霊
園
墓
地
の
使
用
者
を
募
集
し
ま

市
営
富
士
見
霊
園
墓
地
の
使
用
者
を
募
集
し
ま
すす

恭今回募集する墓地

【返還墓地募集分（公開抽選）】

墓墓地地使用使用料料
遺骨保持遺骨保持枠枠

申込区申込区分分
補欠補欠数数募集募集数数

540,000円3人2区画4.5釈
区画墓区画墓地地

720,000円3人4区画6.0釈

恭申込資格（申込者が次のすべてに該当する場合に申込みができます）
申込者本人が平成24年4月1日以前から申込日現在まで継続して羽村市に住民
登録をし、居住していること。

居住要居住要件件

現に埋蔵・収蔵すべき遺骨があり墓地がないため、一度も埋蔵（葬）・収蔵し
たことがないこと。

遺骨の状遺骨の状態態

申込者本人であるか、または、申込者あるいは申込遺骨との続柄が下欄の「遺
骨の続柄」に該当する方で、区画墓地は墓地の承継ができる方であること。合
葬式墓地は申込遺骨の祭祀の主宰を承継する方がいない、またはいなくなる見
込みであること。

祭祀の主祭祀の主宰宰

次のいずれかに該当すること。
①配偶者（夫または妻）　②直系血族の祖父母・父母・子・孫
③養父母・養子
※合葬式墓地のみ、兄弟姉妹およびその配偶者、おじ・おば、従兄弟・従姉妹
　を含む。

遺骨の続遺骨の続柄柄

平成24・25年度の各市税や介護保険料、後期高齢者医療保険料を滞納してい
ないこと。
区画墓地は、使用許可証交付後、6か月以内に埋蔵施設を設置できること。合
葬式墓地は、同1か月以内に収蔵または埋蔵できること。

そのその他他

問
合
問
合
せせ
　
生
活
環
境
課
生
活
環
境
係

生
活
環
境
課
生
活
環
境
係
　
　222222
内

死亡者の親族の合意のもとに、葬儀の喪主または法事の施主を務めるなど、現在、申込遺骨を
守り、かつ、将来にわたって遺骨および墓所を守り、管理していく立場にある方

「祭祀の主宰者」と「祭祀の主宰者」とはは

 申
込
み
の
し
お
り
配
布
 

配
布
期
間
　
　
月
１
日
俄
～
　
日
画
午
前
８
時
　
分
～
午
後

12

26

30

５
時
（
祝
日
を
除
く
）

配
布
場
所
　
市
役
所
２
階
生
活
環
境
課
（
土
・
日
曜
日
は
１

階
案
内
で
配
布
）

 申
込
み
・
決
定
方
法
な
ど
 

申
込
受
付
　
　
月
８
日
俄
～
　
日
画
午
前
８
時
　
分
か
ら
午

12

26

30

後
５
時
ま
で
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
に
、「
申
込

み
の
し
お
り
」
に
添
付
の
申
込
書
に
記
入
し
、
直
接
生
活

環
境
課
生
活
環
境
係
へ

※
電
話
・
郵
送
な
ど
で
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
込
み
は
、
１
世
帯
に
つ
き
１
申
込
み
と
し
ま
す
。

決
定
方
法
　
平
成
　
年
１
月
９
日
画
午
前
　
時
か
ら
、
市
役

27

10

所
１
階
多
目
的
室
で
公
開
抽
選

※
合
葬
式
墓
地
・
区
画
墓
地
（
　
愛
、　

愛
）
は
、
抽
選
を

1.0

1.5

行
わ
ず
に
受
付
順
で
使
用
者
を
決
定
し
ま
す
。
申
込
時
に
、

窓
口
に
あ
る
整
理
券
を
必
ず
お
取
り
く
だ
さ
い
。

書
類
審
査
　
当
選
者
は
、
書
類
審
査
を
行
う
た
め
関
係
書
類

の
提
出
が
必
要
で
す
。

墓
地
の
使
用
許
可
　
平
成
　
年
３
月
１
日

27

 次
回
公
募
の
申
込
み
特
例
 

　
返
還
墓
地
募
集
分
の
申
込
み
で
は
、
平
成
　
年
４
月
に
募

27

集
を
予
定
し
て
い
る
区
画
墓
地
（
　
 愛
、　

愛
）
に
併
せ
て

4.5

6.0

申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
今
回
当
選
し
た
場

合
、
平
成
　
年
４
月
公
募
の
申
込
み
は
無
効
と
し
ま
す
。

27

※
詳
し
く
は
、
募
集
案
内
「
申
込
み
の
し
お
り
」
ま
た
は
市

公
式
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【平成26年度第2次募集分（受付順）】※第1次募集の残り分

墓墓地地使用使用料料
遺骨保持遺骨保持枠枠

申込区申込区分分
補欠補欠数数募集募集数数

120,000円3人12区画1.0釈
区画墓区画墓地地

180,000円3人6区画1.5釈

140,000円3人18区画1体用
納骨壇

合葬式墓合葬式墓地地 280,000円3人26区画2体用

20,000円制限なし合葬室

※生前枠の募集はありません。
※区画墓地では、墓碑の高さ（2杓以内）などの制限があります。

市政の情報!
毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅

広報はむら26.12.1頚

毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅

 問合せは羽村市役所（緯555-1111）または各施設へ 

興
防
寒
対
策
の
実
施
を

　
冬
期
は
、
凍
結
に
よ
る
給
水
管
の
破
損
や
メ
ー
タ
ー
の
故

障
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
屋
外
の
蛇
口
な
ど
に
、
不

用
に
な
っ
た
毛
布
を
巻
い
た
り
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中

に
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
入
れ
た
り
す
る
な
ど
、
防
寒
対
策
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

興
漏
水
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　
宅
地
内
の
給
水
装
置
は
水
道
使
用
者
の
管
理
と
な
っ
て
い

ま
す
。
時
々
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周
辺
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
地
面
が
濡
れ
て
い
た
り
、
水
を
使
用
し
て
い
な
い
の
に

メ
ー
タ
ー
が
回
っ
て
い
た
り
す
る
場
合
は
、
漏
水
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
漏
水
を
確
認
し
た
ら
、
水
道
事
務
所
ま
た
は
市
指

定
の
水
道
工
事
店
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
指
定
の
水
道
工
事
店
な
ど
詳
し
く
は
、
市
公
式
サ
イ
ト

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
水
道
事
務
所
緯
５
５
４－

２
２
６
９

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
は
む
ら
ん
」
は
、
毎
日
市
内
を
走
り
、

年
間
　
万
人
以
上
の
方
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
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地
元
の
足
と
し
て
活
躍
す
る
「
は
む
ら
ん
」
に
広
告
を
掲
載

し
て
み
ま
せ
ん
か
。「
は
む
ら
ん
」
の
全
４
コ
ー
ス
の
中
か
ら

コ
ー
ス
を
選
ん
で
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

広
告
掲
載
期
間
　
１
か
月
単
位

広
告
料
（
１
か
月
）　
１
コ
ー
ス
１
枠
３
０
０
０
円

規
　
格
　
Ｂ
３
判
（
縦
３
４
６
亜
×
横
５
１
５
亜
）
以
内

※
窓
上
・
中
吊
り
い
ず
れ
も
同
じ
料
金
で
す
。

申
込
み
　
西
東
京
バ
ス
珂
青
梅
営
業
所
へ

※
申
込
み
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
合
せ
　
広
告
に
つ
い
て
…
西
東
京
バ
ス
珂
青
梅
営
業
所
緯
０

４
２
８－

３
２－

０
６
２
１
／
は
む
ら
ん
に
つ
い
て
…
防

災
安
全
課
交
通
・
防
犯
係
階
　216

割
れ
割
れ
たた
「
は
む
ら
市
民
カ
ー
ド

「
は
む
ら
市
民
カ
ー
ド
」」

「
印
鑑
登
録
証

 「
印
鑑
登
録
証
」」
は
捨
て
な
い
で

は
捨
て
な
い
で

　「
割
れ
て
し
ま
っ
た
」
ま
た
は
「
劣
化
し
て
し
ま
っ
た
」
カ
ー

ド
は
、
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。
無
料
で
交
換
し
ま
す
。

　
市
役
所
１
階
市
民
課
受
付
係
に
「
は
む
ら
市
民
カ
ー
ド
ま

た
は
印
鑑
登
録
証
」
と
「
窓
口
に
来
る
方
の
本
人
確
認
書
類
」

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

 交
付
機
の
利
用
を
 

　「
は
む
ら
市
民
カ
ー
ド
」
を
持
っ
て
い
る
方
で
、
暗
証
番
号

を
登
録
し
て
い
る
方
は
、
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証
明

書
・
戸
籍
証
明
書
（
羽
村
市
に
本
籍
が
あ
る
方
）
を
交
付
機

で
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
請
書
の
記
入
が
不
要
で
、

短
時
間
で
交
付
が
で
き
ま
す
。

※
「
は
む
ら
市
民
カ
ー
ド
」
の
発
行
に
は
、
申
請
手
続
き
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
市
民
課
受
付
係
階
　122

猿交付機の設置場所・利用時間

利用時間設置場所

平日…午前8時30分～
　午後5時
土・日曜日…午前8時30
　分～11時45分、
　午後1時～5時
（祝日は利用できません）

1階市民課

（まどうけ交付機）
市
役
所

午前8時30分～
午後9時
（祝日も利用できます）

地下1階

警備員室前

※12月29日～1月3日は取り扱いできません。
※故障・点検などで交付機が利用できない場
　合があります。
※1階市民課に設置している「まどうけ交付機」
　の場合、交付機で申請後、市民課受付係窓
　口で証明書を受け取ってください。

は
む
ら
ん
に
車
内
広
告
を
出
し
ま
せ
ん

は
む
ら
ん
に
車
内
広
告
を
出
し
ま
せ
ん
かか

水
道
事
務
所
か
ら
の
お
願

水
道
事
務
所
か
ら
の
お
願
いい

寒
い
冬
に
向
け

寒
い
冬
に
向
け
てて

随
時
募
集
中

随
時
募
集
中
！！

窓上

中
吊
り

葛掲示イメージ

葛コミュニティバス「はむらん」


